
２０２６「いじめについて考える日及びいのちについて考える日」 

講話についての感想を教えてください。（全学年） 

 

・絶対にいじめはしたらあかんっていうのはわかってたけどなぜだめなのかが具体的にはわからなかったからこの講話聞いて

改めて理解できた。 

・いじめられてる人を見つけ、その人に寄り添うことが大事なんだと思った 

・いじめは誰のためにもならないし、よくないことだと思うからいじめはやっぱりしてはいけない 

・いじめられてる子を助けるにはいじめる子にやめなって言う方法しか思いつかなくて、勇気がなくて救えないのかなって考え

ていたけれど、いじめられてる子や悩んでいる子のそばにいるだけで心の支えになることを知り、これからは悩んでいたり、

しんどそうにしたりしてる子のそばにいてあげたいなと思いました。 

・いじめをしないために狭い世界ばかり見るんじゃなくて、広い心を持って普段の生活の中でも気にかけたら、いじめがなくな

るんじゃないかと思いました。 

・いじめられている人に自分ができることはやりたいと思いました。 

・自分が誰かのシェルターになれるようにしたいと思った 

・誰かの心をへこませたり、潰したりするまでいじめるのは絶対に駄目だけど、いじめられている人を助けることも大事だと改

めてわかった。 

・いじめをされている人にできることは１つじゃないし、隣りにいるだけでも安心できることを知った。 

・いじめを受けている人を、どうやったら助けられるかわかった。 

・いじめはぜったいだめだな！とあらためて思った。 

・いじめの恐ろしさとともにいじめのことを考えることの大切さが伝わりました。特にさかなクンのところはいじめが起こる原因が

わかりやすいです。 

・ストレスは紙風船と同じだと知った。 聞き取りにくかったけどある魚は、狭かったら１匹をいじめてしまうことに驚いた水槽な

どの例えが、わかりやすかったです。 

・いじめと命はつながっていると思いました。 

・周りの子がいじめられてるとき自分がシェルターになってあげる事がわかった。 

・命は一人に一つしかなくてとても大切なものだということがわかった、そしていじめは絶対にしてはいけないこと。 

・誰かが落ち込んでたら話しかけようと思いました。 

・命は昔からずっと受け継いでるから、いじめのせいで命を無駄にしないようにしないといけないと思った。 

・いじめは命にも関わることもあるから絶対にやったらだめだと思いました。 

・いじめられていなくても他人事にしてはいけないことがわかった。 

・いじめられている子に自分が入って無理にとめようとするよりいじめられている子をホッとさせればいいんだなと気づいた。 

・一人でも味方がいれば、安心することができるから、見て見ぬふりをせず声をかけたい。そしてその子を守りたい。 

・周りをしっかり見て困っている人がいたら自分から声をかけに行って助けることを心がけたい。 

・どんな理由があってもいじめはしてはいけないということがわかりました。 

・水槽の話がわかりやすかった。 



・その人が安心できる居場所を作ることがいじめをなくすことにつながると思った。 

・いじめられている人がいたら、シェルターになろうとおもった。 

・もし、自分の近くでいじめがあったら、とめるかシェルターになろうと思いました 

・心の中にある風船は、しぼんだら自分では空気を入れることはできないが周りの人は空気を入れるとわかったこと。いじめは

絶対にだめ。 

・先生がいった通り、いじめは何があっても許されないから、今後もいじめがない学校であってほしい。 

・もし自分がいじめられている人を見かけたらどう接してあげるのかよくわかった。 

・校長先生が心を物に例えてくれていたのでとても話が分かりやすかったです。 

・止める、見て見ぬふりをする だけじゃなく、ただ話を聞くだけでも相手の助けになるかもしれないことがわかりました。 

・いじめについて理解して、言葉を、大切にしたいです。 

・悪いことに対しての同意を求められても否定することが大事だとわかった。 

・いじめられてしまっている子に少しでも寄り添ってあげることで、その子が安心する時間を与えてあげることができると知った。 

・いじめによって命をうしなうなんて、かんがえるだけで恐ろしいなと思った。 

・止めるか止めないかだけじゃなくシェルターというものもあると知った。 

・一人で抱え込まずに周りに相談することが大切だとわかった。 

・紙風船に例えることがとても伝わったし、自分もどんな状態なのかということを確認できた。 

・さかなクンの話を聞いて、いじめがどのような環境で起きるのかがよくわかったし、心のシェルターになれるようになろうとも

思った。 

・ストレスや日頃の生活の仕方もいじめにつながっていくから怖いなって思った。 

・選択肢を増やすことは大事、選択肢が増えたことが驚きだった。 

・いじめは本当にだめだし、いじめてる人は、いじめられてる人が、どんな思いで過ごしてきたかをしっかり考えてほしいし、や

ったことはいつか返ってくるってことをわかってほしいと思いました。無条件で、いじめてる人は、無責任だなと思いました。 

・どんな理由があってもいじめは絶対にしてはいけないことというのがスライドや話を聞いて伝わった。学校の中だけじゃなくて

学校の外でも大切なことだと思った。 

・狭い世界にとらわれてはいけない。 

・誰かがいじめられていてもそばにいるだけで安心できることを知った。 

・さかなくんのやつをみて学校のことや友達関係とかで悩むことがあるのは当たり前だからそんなに考えすぎないようにしよう

と思った。 

・避難所になれるというのを初めて知った。 

・学校はほんのちっさな場所なんだから嫌なことがあってもそんなに考え込まないでもいいんだと思いました。 

・いじめに対していろいろな選択肢があり、いろんなケアの方法があって、シェルターになることも大事だしシェルターに逃げる

ことも大事。 

・いじめはどんな理由、意識があっても絶対にやってはならない。小さな空間、ストレス（みんなと違う、あの子は違う。）に思っ

てしまうと、いじめが起きてしまう。だから差別的、いじめ的に見るのではなく寄り添い、尊重する「シェルター」をつくるべき

だと思う。 

・いじめじゃなくても、なにか困っている人がいれば寄り添ってあげられたらいいなと思います。 

・紙風船の空気は助けることとか紙風船に例えるだけでとてもわかりやすかった。 



・いじめは絶対に駄目やと思ったし隣にいる人が１人いるだけで変わるから隣にいる人が必要だと思う。 

・シェルターに言い換えるところがかっこいいと思った。困ってる人がいたらその人の居場所になりたい。 

・自分はいじめとか見たりされたら相談できるけどできない人もいるのかなって思った。 

・教室という狭い空間でいじめなくみんなで仲良くしようと思った。 

・いじめで人がどれだけ傷つくかよくわかったし言葉遣いに気をつけようと思った。 

・保护好自己（自分を守れ）。 

・讲的十分有道理，很有感染力，使人深感其中。（ハイは、非常に理にかなっていて、人々に感銘を与え、深く共感を呼んだ） 

・いじめをしちゃうと紙風船みたいにしおれてしまう。誰かが寄り添っても治らないいじめがあるから絶対にしてはいけない。 

・自分も広い世界でのびのび生きていることもあるけど学校みたいに狭い空間で生きているんだなって思った。狭い空間でも

いじめがなくなればいいなと思った。 

・いじめはどんな理由があってもしてはいけないものだと思った。水槽の例え話はわかりやすいと感じた。いじめについて真剣

に考えることができた。 

・这种讲座很有意义（このような講義は非常に興味深い）。 

・それぞれが他者への想像力を磨いていけばイジメを防げると思う。 

・いじめはいつの時代になってもなくならないから、悲しい。 

・いじめをするような人間には絶対ならない。 

・大きい海は無限大だから、みんなストレスもなく自由に泳げるけど、水槽は逃げ場がないし魚が多い割には狭いからいじめ

が起きても逃げれない環境は良くないと思った。 

・いじめは絶対にしたらあかんし傍観者にもなりたくないっと思った。いじめを見たら止めるだけではなく避難場所も自分で作っ

たりできるんだなってわかった。 

・いじめはどんな理由があろうと絶対にやってはいけないと改めて思った。正義のヒーローには、なれないかもしれないけれど

被害者の子の居場所を作ってあげたいと思った。 

・今日１日はいじめのことについて考えようと思った。 

・スライドがわかりやすかったし、実話も入っていてわかりやすかった。 

・1つのコミュニティじゃなくて他にも色々な関わりを持つことが大切だと思った。 

・欺凌行为不可以容忍，我们要保护好自己，也要敢于去说去反抗（いじめは決して許されない、私たちは声をあげる勇気を

持たなければならない）。 

・人の心を、紙風船に例えるのが、分かりやすかったです。今日の講話を得て、いじめを見たら止める勇気が増えました。 

・いじめられている人を見たとき自分にできることは、いじめている人の気を逸らすこと、いじめられている人の隣りにいること

だと思った。 

・紙風船は一度凹ましたら元通りにならないって言っていたことが心に残った。 

・不要欺负别人，在别人欺负自己的时候也要保护好自己（他人をいじめてはいけません、またいじめられたら自分を守りまし

ょう）。 

・直接いじめを止めることはできなかったとしても、他の方法で力になることはできることを知った。 

 

※すべての感想ではありませんが、お互いの感想を確認し、さらに考えを深めましょう。 

※（中国語は、Google翻訳を活用しています）。 


